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長
ら
く
停
止
し
て
い
ま
し
た

「
支
部
だ
よ
り
」
を
再
開
い
た
し

ま
す
。「
支
部
だ
よ
り
」
は
、
支
部

会
員
の
意
見
発
信
・
情
報
共
有
・

会
員
の
一
体
感
の
醸
成
等
の
た
め

に
大
切
で
す
が
、
前
編
集
者
の
急

病
に
よ
り
停
止
し
、
以
来
１
０
年

ほ
ど
発
刊
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

今
回
、
城
野
事
務
局
長
の
決
断

と
努
力
に
よ
り
再
開
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
１
０
年
、

チ
ラ
シ
等
を
作
成
し
て
会
員
に
各

種
の
情
報
を
提
供
し
て
参
り
ま
し

た
が
、
緊
急
性
の
あ
る
も
の
を
除

き
、
こ
の
「
支
部
だ
よ
り
」
に
納

め
て
、
会
員
に
お
届
け
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

な
お
「
支
部
だ
よ
り
」
の
執
筆

者
は
会
員
で
す
か
ら
、
意
見
の
あ

る
方
は
投
稿
し
て
く
だ
さ
い(

無

償
で
す
が･･･)

。
ま
た
記
事
の
依

頼
を
受
け
た
会
員
は
、
謙
遜
す
る

こ
と
な
く
思
う
と
こ
ろ
を
綴
っ
て

く
だ
さ
い
。 

川
崎
支
部
は
、
神
奈
川
県
隊
友

会
に
９
あ
る
支
部
の
一
つ
で
、
川

崎
市
内
に
在
住
す
る
約
１
８
０
名

の
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

隊
友
会
の
目
的
は
、
国
民
と
自
衛

隊
の
架
橋
に
な
る
こ
と
で
す
が
、

現
在
は
国
民
の
方
が
自
衛
隊
を
理

解
し
て
い
る
反
面
、我
ら
Ｏ
Ｂ
は
、

度
重
な
る
部
隊
改
編
に
よ
り
母
隊

も
無
く
な
り
、
段
々
自
衛
隊
と
の

繋
が
り
が
薄
れ
て
き
て
い
る
よ
う

感
じ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
り
総
合
火
力
展
示
演
習
に
川

崎
市
民
を
招
待
・
引
率
す
る
こ
と

も
無
く
、
観
閲
式
の
チ
ケ
ッ
ト
を

配
る
こ
と
も
無
く
、
寂
し
い
限
り

で
す
。 

逆
に
、
近
年
は
川
崎
市
の
た
め

に
、
防
災
図
上
訓
練
に
お
い
て
状

況
付
与
係
と
し
て
勤
務
し
、
ま
た

防
災
訓
練
に
被
災
情
報
収
集
要
員

と
し
て
参
加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

３
年
前
は
、
台
風
１
９
号
の
被
災

地
に
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

災
害
廃
棄
物
の
搬
出
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ニ
－
ズ
の
収
集
な
ど
を
支
援

し
、
防
災
面
で
そ
の
存
在
感
を
高

め
て
い
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
も
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
の
段
階
に
入
り
、
感
染
者
は
拡

大
す
る
も
の
の
重
傷
者
は
増
加
せ

ず
、
第
２
類
感
染
症
か
ら
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
レ
ベ
ル
の
第
５
類
に
変

更
し
よ
う
と
の
意
見
も
出
始
め
、

そ
ろ
そ
ろ
従
前
の
隊
友
会
活
動
に

戻
れ
そ
う
な
雰
囲
気
も
漂
い
始
め

ま
し
た
。
今
年
は
ま
だ
無
理
か
な

と
は
思
い
ま
す
が
、
来
年
度
の
活

動
を
夢
見
て
、
こ
の
「
支
部
だ
よ

り
」
再
開
を
契
機
に
活
発
な
支
部

を
め
ざ
そ
う
と
思
い
ま
す
。 

会
員
各
位
の
積
極
的
な
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

隊友会川崎支部だより 
発 行：川崎支部 

発行人：松尾 茂 

編集人：城野則重 

発行日：令和４年１０月１日 

第１号 



川崎支部だより 2 

 

 

令和４年 10 月１日発行 

川
崎
支
部
定
期
総
会
報
告 

川
崎
支
部
事
務
局
長 

城
野 

則
重 

 

川
崎
支
部
は
６
月
１
８
日
（
土

曜
日
）、高
津
区
の
Ｋ
Ｓ
Ｐ
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、
定
期
総
会
を
開
催
致

し
ま
し
た
。 

毎
年
同
日
開
催
の
防
衛
講
演

会
、
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
は
、

一
昨
年
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ 

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
実
施

が
か
な
わ
ず
、
今
年
も
感
染
者
は

多
い
も
の
の
感
染
防
止
の
た
め
の

制
限
が
か
な
り
緩
和
さ
れ
て
き
て

い
る
た
め
、
防
衛
講
演
会
、
意
見

交
換
会
の
実
施
に
向
け
検
討
を
行

い
ま
し
た
が
、
安
全
を

優
先
に

考
え
、
実
施
し
な
い
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。 

さ
て
、
川
崎
支
部
定
期
総
会
は
、

正
会
員
１
６
名
、
特
別
会
員
１
２

名
、
及
び
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部

川
崎
出
張
所
長
の
出
席
を
得
て
実

施
い
た
し
ま
し
た
。 

総
会
は
、
国
歌
斉
唱
か
ら
始
ま

り
、
昨
年
度
逝
去
さ
れ
た
会
員
３

名
の
方
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
後
、

松
尾
支
部
長
の
開
会
挨
拶
、
特
別

会
員
の
方
に
は
、
元
復
興
大
臣
の

田
中
和
徳
先
生
は
じ
め
、
国
会
議

員
、
神
奈
川
県
議
会
議
員
、
川
崎

市
議
会
議
員
の
１
２
名
の
先
生
方

に
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

議
事
に
つ
い
て
は
、
議
長
の
中

村
浩
三
郎
理
事
の
も
と
、
第
１
号

議
案
「
令
和
３
年
度
業
務
報
告
」、

第
２
号
議
案
「
令
和
３
年
度
決
算

報
告
」、
第
３
号
議
案
「
令
和
４
年

度
業
務
計
画
案
」
、
第
４
号
議
案

「
令
和
４
年
度
予
算
案
」、第
５
号

議
案
「
令
和
４
年
度
役
員
案
」
の

審
議
を
行
い
、
各
議
案
は
出
席
会

員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
、
す
べ
て

原
案
ど
お
り
承
認
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
令
和
４
年

度
の
業
務
を
開
始
、
予
算
を
執
行

し
て
い
ま
す
。 

令
和
４
年
度
予
算
に
つ
い
て

は
下
記
の
記
事
を
ご
参
照
下
さ
い
。 

来
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
も
収
束
に
向
か
う
も
の
と
思
わ

れ
る
た
め
、１
月
の
新
春
の
集
い
、

６
月
の
定
期
総
会
は
総
会
（
議
案

審
議
）、
防
衛
講
演
会
、
意
見
交
換

会
を
含
め
て
実
施
で
き
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

令
和
４
年
度
も
よ
ろ
し
く 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

 

 
 

[川崎支部令和４年度予算]（４．４．１～５．３．３１） 

＜収入の部＞              ＜支出の部＞ 

 繰越金     431,309         自主事業費    448,000 

 会費収入    288,000         （総会、防災訓練、隊友紙配布、音楽まつり等） 

 寄付金収入    3,000         県本部納付金   156,000 

 自主事業収入  293,500         管理費       53,500 

 （隊友紙、新春の集い、音楽まつり）   （事務費、会議費、印刷費、交通費等) 

 交付金収入     17,000         予備費      375,311 

 雑収入       ２                支出計     1,032,811 

収入計    1,032,811 
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神
奈
川
県
川
崎
支
部
は
、
９
月

４
日
、
副
支
部
長
及
び
防
災
担
当

の
３
名
が
令
和
４
年
度
川
崎
市
総

合
防
災
訓
練
を
研
修
し
た
。
本
年

度
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
防
止
対
策

を
行
い
つ
つ
一
般
者
の
観
覧
を
再

開
し
て
川
崎
市
消
防
訓
練
セ
ン
タ

ー
及
び
近
隣
の
小
・
中
学
校
等
の

施
設
に
お
い
て
訓
練
を
実
施
し
た
。 

こ
の
度
の
訓
練
の
特
徴
は
、
大

地
震
発
生
か
ら
３
、
４
日
経
過
後

の
避
難
所
運
営
に
着
目
し
た
訓
練

を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
よ
り
実
践

的
な
総
合
防
災
訓
練
と
な
っ
て
い

た
。
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て「
大
地
震
発
生
か
ら
数
時
間
後
」

を
想
定
し
た
川
崎
市
及
び
陸
上
自

衛
隊
第
３
１
普
通
科
連
隊
な
ど
防

災
関
係
機
関
が
参
加
し
て
情
報
収

集
、
道
路
啓
開
及
び
被
災
者
の
救

出
・
救
護
活
動
を
行
っ
て
い
た
。

訓
練
項
目
は
特
に
こ
れ
ま
で
と
大

き
な
変
化
は
な
か
っ
た
が
、
情
報

収
集
に
お
い
て
ド
ロ
ー
ン
を
活
用

し
、
ま
た
、
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科

大
学

DMAT(

災
害
医
療
派
遣
チ
ー

ム)

が
参
加
し
、災
害
対
処
態
勢
の

充
実
が
確
認
で
き
た
。
ド
ロ
ー
ン

は
訓
練
会
場
上
空
を
長
い
時
間
飛

行
し
て
い
た
が
、
見
学
す
る
市
民

の
中
に
は
、
ド
ロ
ー
ン
が
収
集
し

た
情
報
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
対

策
本
部
が
把
握
で
き
る
の
か
と
い

っ
た
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
い
る

方
が
い
る
な
ど
、
ド
ロ
ー
ン
の
情

報
収
集
能
力
や
情
報
処
理
へ
の
関

心
を
含
め
災
害
対
処
に
関
す
る
市

民
の
高
い
意
識
が
伺
わ
れ
た
。
ド

ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
９

年
に
は
訓
練
で
使
用
さ
れ
て
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
情
報
を
把
握
し
救
助

活
動
に
活
か
さ
れ
て
い
る
記
事
を

読
ん
だ
記
憶
が
あ
る
が
、
ド
ロ
ー

ン
は
災
害
発
生
に
関
わ
る
情
報
収

集
ば
か
り
で
は
な
く
、
血
液
な
ど

の
緊
急
空
中
輸
送
の
た
め
に
空
中

気
温
な
ど
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、

人
命
に
か
か
わ
る
重
要
な
物
品
の

空
中
輸
送
に
も
使
え
る
よ
う
に
検

討
し
訓
練
し
て
い
る
こ
と
も
聞
き

及
ん
で
い
る
。
ド
ロ
ー
ン
は
、
是

非
、
早
く
実
効
性
あ
る
人
命
救
助

活
動
の
一
手
段
と
し
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
実
動
訓
練
と
並
行
し
て

「
大
震
災
か
ら
３
．
４
日
後
」
を

想
定
し
、
市
民
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
、
避
難
所
運
営
訓
練
や
医

療
福
祉
訓
練
な
ど
に
つ
い
て
「
防

災
で
つ
な
が
る
地
域
の
輪
」
を
テ

ー
マ
に
実
施
し
て
い
た
。以
前
は
、

避
難
者
が
畳
一
畳
ほ
ど
の
ス
ペ
ー

ス
で
毛
布
の
支
給
を
受
け
ご
ろ
寝

す
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
が
、

近
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
尊
重
、
動
物
愛

護
の
観
点
か
ら
避
難
所
の
設
営
は

目
を
見
張
る
ほ
ど
進
化
し
て
い
た
。

感
染
予
防
施
策
の
観
点
で
ソ
ー
シ

ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
が
考
慮
さ
れ
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
か
ら
段
ボ
ー

ル
や
白
い
幕
を
使
っ
て
個
々
の
居

住
区
画
を
設
定
し
、
そ
の
区
画
に

個
人
用
の
テ
ン
ト
を
展
張
し
て
い

た
。
要
介
護
・
要
考
慮
者
用
の
区

画
は
、
車
い
す
等
機
材
を
置
け
る

よ
う
に
健
常
者
の
入
る
区
画
以
上

に
ス
ペ
ー
ス
を
広
く
と
っ
て
い
た
。

炊
事
・
喫
食
区
域
は
、
衛
生
上
の

観
点
か
ら
食
堂
区
画
を
特
別
に
設

け
る
と
と
も
に
、
喫
食
す
る
テ
ー

ブ
ル
は
、
感
染
予
防
か
ら
各
テ
ー

ブ
ル
の
距
離
を
と
り
、
か
つ
、
喫

食
者
が
向
か
い
合
う
こ
と
な
く
一

方
向
を
向
い
て
食
事
を
す
る
配
置

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
避
難
所

設
営
が
大
き
く
見
直
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
た
。
ま

た
、
ペ
ッ
ト
用
の
籠
を
準
備
し
た

ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
ペ
ッ
ト
を
家

に
置
き
去
り
に
せ
ず
に
非
難
し
や

す
い
避
難
所
環
境
を
整
え
て
い
る

こ
と
は
驚
き
で
も
あ
っ
た
。
避
難

所
の
運
営
は
、
総
務
班
の
他
、
機

能
的
に
数
個
班
で
編
成
し
た
組
織

を
つ
く
り
、
避
難
者
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
運
営
す
る
と
説
明
を

受
け
、
市
民
や
団
体
が
中
心
的
な

役
割
を
担
っ
て
『
自
助
』『
共
助
』

の
形
が
具
体
化
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
た
。 

こ
の
度
の
一
連
の
研
修
の
中

で
、
私
が
統
幕
に
い
た
頃
発
生
し

た
阪
神
淡
路
大
地
震
の
避
難
所
を

思
い
出
し
た
。
そ
の
時
の
避
難
所
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は
、
環
境
が
劣
悪
で
、
風
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
た
記
憶
が

あ
る
。
そ
の
後
、
東
日
本
大
震
災

な
ど
幾
多
の
地
震
や
風
水
害
な
ど

を
経
験
し
、

近
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
対
策
に
対
処
す

る
中
、
避
難
所
運
営
は
各
段
に
充

実
し
て
い
る
。
私
も
自
衛
官
現
役

の
頃
は
、
災
害
対
応
の
末
席
に
い

た
覚
え
が
あ
る
が
、
一
市
民
と
し

て
は
、
仕
事
に
忙
し
く
防
災
を
顧

み
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
思
う
。

研
修
を
機
会
に
、
住
ん
で
い
る
地

区
の
防
災
を
今
一
度
振
り
返
り
市

民
と
し
て
防
災
活
動
を
掘
り
下
げ

て
考
え
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

後
に
、
こ
れ
ま
で
の
自
治
体
危
機

管
理
部
門
の
方
々
や
防
災
機
関
、

団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
弛
ま
ぬ

防
災
へ
の
対
応
努
力
に
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
あ
る
。 

 

 
 
 

 

 

 

国
防
力
の
強
化
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第
十
代
復
興
大
臣
・ 

現
自
由
民
主
党
幹
事
長
代
理 

川
崎
支
部
特
別
会
員 

田
中 

和
徳 

  

隊
友
会
川
崎
支
部
会
員
の
皆

様
が
、
国
防
の

前
線
で
自
衛
官

と
し
て
身
命
を
賭
し
た
尊
い
ご
尽

瘁
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り

敬
意
を
表
し
ま
す
。 

さ
て
、
今
般
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
は
、
平
和
な
日
々
を

享
受
し
て
い
る
我
々
に
非
情
な
現

実
を
つ
き
つ
け
て
い
ま
す
。 

世
界
に
は
、
国
際
社
会
の
ル
ー

ル
を
無
視
し
、
武
力
に
よ
っ
て
一

方
的
に
現
状
変
更
を
意
図
す
る
国

家
が
存
在
し
、
国
連
に
は
そ
う
し

た
平
和
を
乱
す
国
の
暴
挙
を
抑
止

す
る
力
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。 

平
和
を
破
壊
す
る
「
力
の
信
奉

者
」を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
に
は
、

こ
ち
ら
に
も
平
和
維
持
の
武
力
が

必
要
で
あ
る
こ
と
は
自
明
の
理
で

す
。 我

が
国
の
近
隣
に
は
ロ
シ
ア

以
外
に
も
、
こ
の
３
０
年
間
で
防

衛
予
算
を
３
９
倍
ま
で
膨
張
さ
せ

る
な
ど
、
急
速
な
軍
拡
と
海
洋
進

出
を
続
け
て
い
る
中
国
、
日
本
国

民
を
拉
致
し
た
上
に
ル
ー
ル
無
視

の
核
開
発
を
進
め
て
い
る
北
朝
鮮

が
あ
り
、
重
大
な
脅
威
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
日
本
の
防
衛
予
算
は

長
年
に
わ
た
り
Ｇ
Ｔ
Ｐ
比
１
％
程

度
と
、
他
の
主
要
国
に
比
べ
て
極

め
て
少
な
く
、
そ
の
影
響
も
あ
っ

て
人
件
費
偏
重
の
予
算
配
分
と
な

り
、
サ
イ
バ
ー
や
宇
宙
空
間
、
人

口
知
能
な
ど
、
先
端
分
野
の
軍
事

技
術
研
究
に
対
し
て
も
充
分
な
予

算
が
割
け
て
い
ま
せ
ん
。 

他
に
も
、
隊
員
の
定
員
割
れ
、

装
備
や
防
衛
施
設
の
老
朽
化
、
物

資
の
備
蓄
不
足
な
ど
、
自
衛
隊
は

様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
岸
田
政
権
は
防
衛
予
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No.1 

算
を
適
正
に
拡
充
す
る
方
針
を
示

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
防
衛

省
の
２
０
２
３
年
度
予
算
概
算
要

求
額
は
過
去

大
額
の
規
模
に
な

っ
て
お
り
、
人
件
費
や
兵
器
の
更

新
費
、
防
衛
施
設
の
維
持
管
理
や

改
修
費
な
ど
、
通
常
の
予
算
要
求

の
部
分
で
約
５
兆
６
千
億
円
と
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
に
も
、
反

撃
能
力
の
確
保
に
向
け
た
長
射
程

ミ
サ
イ
ル
の
開
発
・
量
産
化
、
イ

ー
ジ
ス
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
な
ど
、

別
途
予
算
申
請
を
行
っ
て
い
る
事

業
も
あ
り
、
実
際
の
来
年
度
予
算

は
６
兆
円
を
越
え
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。 

我
が
国
の
財
政
は
大
変
厳
し

い
状
態
下
に
あ
り
ま
す
が
、
国
民

の
生
命
や
財
産
、
国
家
の
存
立
に

関
わ
る
以
上
、
効
率
か
つ
効
果
的

な
安
全
保
障
体
制
の
構
築
に
向
け

て
自
衛
隊
を
早
急
に
強
化
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
自
衛
隊
の
運
用
法
に
は

現
実
に
即
さ
な
い
内
容
が
含
ま
れ

て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
危
機
に

対
し
て
柔
軟
に
対
応
で
き
な
い
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。 

昨
年
８
月
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

で
タ
リ
バ
ン
が
政
権
を
再
奪
取
し
、

多
く
の
邦
人
と
現
地
協
力
者
が
取

り
残
さ
れ
た
際
、
自
衛
隊
の
救
出

活
動
は
大
き
く
後
手
を
踏
み
ま
し

た
。
現
地
の
情
勢
を
的
確
に
把
握

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
派
遣
の
遅

れ
を
招
い
た
主
な
要
因
で
す
が
、

派
遣
地
域
に
関
し
て
過
度
な
安
全

基
準
を
設
け
て
い
た
た
め
、
安
全

認
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
も
影
響

し
て
い
ま
す
。 

台
湾
有
事
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
今
、
自
衛
隊
の
危
機
対
応
能
力

を
底
上
げ
す
る
た
め
、
予
算
の
確

保
、
そ
し
て
憲
法
改
正
を
は
じ
め

抜
本
的
な
法
整
備
に
向
け
て
、
私

も
引
き
続
き
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

結
び
に
、
貴
支
部
ご
関
係
皆
様

の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お

祈
り
申
し
あ
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

     

ロ
シ
ア
連
邦
の 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国 

侵
略
に
想
う 

 

川
崎
支
部
相
談
役 

（
元
自
衛
艦
隊
司
令
官
） 

牧
本 

信
近 

  

ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
敢
闘
善
戦

は
、
米
欧
の
軍
事
支
援
が
主
因
で

な
く
、
徴
兵
制
度
・
予
備
役
制
度
・

動
員
制
度
・
訓
練
制
度
・
民
間
防

衛
制
度
な
ど
の
軍
事
政
策
「
戦
力

増
強
維
持
体
制
」
及
び
「
何
と
し

て
も
国
土
を
守
ろ
う
と
す
る
愛
国

心
」
に
依
る
も
の
と
思
料
す
る
。

自
ら
守
る
意
志
な
き
国
を
外
国
が

助
け
る
わ
け
が
無
い
。
そ
し
て
、

ソ
ビ
エ
ト
共
産
党
理
論
に

則
の
っ
と

っ

た
国
防
省
・
内
務
省
に
係
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
国
の
軍
隊
・
警
察
・
消
防
・

救
助
・
民
間
防
衛
の
組
織
お
よ
び

施
設
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
国
侵
略
に
対
し
、
大
い
な
る

抗
堪
性
を
発
揮
し
た
。
ま
た
、
宇

宙
領
域
・
サ
イ
バ
ー
領
域
・
電
磁

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
領
域
に
係
る
部
隊

や
装
備
は
あ
く
ま
で
防
衛
の
手
段

で
あ
り
、
兵
と
弾
の
量
こ
そ
防
衛

の
大
事
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ

れ
た
。 

私
は
、
大
東
亞
戰
争
敗
戦
後
に

於
け
る
米
国
の
過
酷
で
な
い
占
領

政
策
に
よ
り
“
降
伏
し
占
領
さ
れ

て
も
過
酷
で
な
い
戦
後
体
験
”
と

“
戦
争
ハ
悪 ➡

 

軍
隊
ハ
悪 ➡

 

軍
事
技
術
ハ
悪
”
と
言
う
短
絡
的

思
考
を
刷
込
ま
れ
た
日
本
人
の
発

言
を
憂
慮
し
て
い
る
。
著
名
人
と

謂い

わ
れ
る
俗
物
達
が
、
人
命
尊
重

と
い
う
日
本
人
好
み
の
感
覚
で

「
一
般
市
民
に
多
く
の
死
傷
者
が

出
て
い
る
の
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国

政
府
は
な
ぜ
停
戦
を
申
し
出
て
こ

の
悲
惨
な
戦
闘
を
止
め
よ
う
と
せ

ず
、
あ
く
ま
で
国
民
に
死
を
覚
悟

し
た
徹
底
抗
戦
を
訴
え
て
い
る
の

が
理
解
出
来
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

国
は
ど
う
し
て
降
伏
し
な
い
の
だ

ろ
う
か
？
」
と
、
こ
れ
が
正
論
と

信
じ
て
公
言
し
て
い
る
し
、
ニ
ュ
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令和４年 10 月１日発行 

ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
が
「
侵
略
攻
撃

に
遭
遇
し
た
場
合
は
逃
げ
る
事
を

推
奨
す
る
。」
と
発
言
し
て
い
る
。 

一
．
戦
略
体
系 

国
家
目
標 

国
家
権
益 

（N
ation

al In
terest

） 

国
家
戦
略 

（G
ran

d S
trategy

） 

国
家
安
全
保
障
戦
略 

（N
ational S

ecurity 
S

trategy

） 

軍
事
戦
略 

（N
ational M

ilitary 
S

trategy

） 

海
軍
戦
略 

（N
aval M

ilitary 
S

trategy

） 

海
軍
作
戦 

（N
aval M

ilitary 
O

peration

） 

二
．
国
家
目
標 

日
本
国
の
国
家
目
標
は
、
国

民
の
生
命
・
財
産
の
維
持
、
領

土
・
領
海
・
領
空
お
よ
び
周
辺

海
空
域
の
保
全
な
ら
び
に
関

連
す
る
領
域
の
権
益
確
保
に

よ
り
、
安
定
し
て
繁
栄
す
る
事

で
あ
る
。 

三
．
国
家
権
益 

日
本
国
が
護
る
べ
き
「
国
民

の
生
命
」
の
大
多
数
は
日
本
本

土
に
在
る
が
、
海
外
で
活
躍
し

日
本
に
利
益
を
も
た
ら
し
て

い
る
海
外
在
留
邦
人
が
約
一

三
五
万
人
（
２
０
２
０
年
１
０

月
現
在
）
居
る
。 

日
本
国
が
護
る
べ
き
「
国
民

の
財
産
（
国
家
財
産
）」
即
ち
国

家
権
益
の
大
半
は
海
外
に
在
る
。

２
０
２
０
年
末
で
我
が
国
の

海
外
資
産
は
一
一
四
六
兆
一

二
六
〇
億
円
で
、
国
内
負
債

（
負
債
を
外
国
に
頼
る
米
国

と
は
異
な
り
、
日
本
は
そ
の
負

債
の
ほ
と
ん
ど
を
国
民
が
担

っ
て
い
る
。
）
七
八
九
兆
一
五

六
〇
億
円
を
差
引
く
と
、
我
が

国
の
純
資
産
は
三
五
六
兆
九

七
〇
〇
億
円
で
三
〇
年
連
続

世
界

大
で
あ
る
。 

四
．
国
家
戦
略 

日
本
国
の
国
家
戦
略
は
、
国

際
協
調
の
下
で
安
定
し
た
繁

栄
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
べ
し
。 

（
一
）
日
本
人
は
日
本
ブ
ラ
ン
ド

「
勤
勉
」・「
正
直
」
を
再
確
立
す

る
。 

（
二
）
日
本
国
は
義
命
（
道
徳
の

至
上
命
令
）
の
存
す
る
と
こ

ろ
王
道

お
う
ど
う

蕩
々

と
う
と
う

（
規
模
広
大
で

鷹
揚

お
う
よ
う

で
練
達
し
て
い
る
事
）

の
姿
勢
で
道
義
国
家
・
文
化

国
家
・
技
術
国
家
と
し
て
、
先ま

ず
国
内
を
立
て
直
し
つ
つ
、

世
界
に
不
可
欠
な
国
を
築
き

上
げ
る
べ
し
。
世
界
に
無
く

て
は
な
ら
な
い
国
は
安
全
保

障
上
で
極
め
て
有
利
な
国
に

成
る
。 

（
三
）
日
本
国
が
先
進
国
と
謂い

わ

れ
て
い
る
の
は
、
経
済
大

国
・
技
術
大
国
の
故
で
な
く
、

法
治
国
家
の
故
で
あ
る
。
我

が
日
本
は
、

古
い
に
し
え

か
ら
法
治

国
家
で
あ
っ
た
。 

日
本
国
は
法
治
国
家
と

し
て
政
治
体
制
「
自
由
民
主

主
義
立
憲
君
主
制
」
と
経
済

体
制
「
市
場
資
本
主
義
体
制
」

を
維
持
す
る
。 

五
．
国
家
安
全
保
障
戦
略 

（
一
）
憲
法
改
正
と
関
連
法
令
の

整
備 日

本
国
憲
法
の
改
正
と

関
連
法
令
の
整
備
に
依
り
、

自
衛
隊
戦
力
の
有
効
化
・
増

強
化
を
図
り
、
民
間
防
衛
体

制
を
促
進
す
る
と
共
に
、
公

共
の
福
祉
の
為
に
国
家
非

常
事
態
に
於
け
る
国
民
の

権
利
制
限
を
可
能
と
す
る
。 

（
二
）
国
家
安
全
保
障
関
連
法
制 

国
家
安
全
保
障
の
要
素

は
、
軍
事
だ
け
で
な
く
、
経

済
・
産
業
・
科
学
・
技
術
も

加
わ
る
。 

国
家
安
全
保
障
関
連
法

制
の
う
ち
、
「
平
和
安
全
法

制
関
連
二
法
（
２
０
１
５
年

９
月
３
０
日
）
」
の
み
で
我

が
国
の
安
全
保
障
は
担
保

出
来
な
い
も
の
と
思
料
す

る
。
そ
こ
で
、
列
国
に
倣な

ら

い
、

土
地
・
産
業
・
技
術
・
食
糧
・
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No.1 

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
法

律
も
必
要
で
あ
る
。 

（
三
）
イ
ン
ド
太
平
洋
安
全
保
障 

戦
略 日

本
国
政
府
が
推
進
す

る
外
交
政
策
「
自
由
と
繁
栄

の
弧
に
於
け
る
価
値
観
外

交
の
推
進
」
「
自
由
で
開
か

れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
を
支

え
る
の
が
「
イ
ン
ド
太
平
洋

安
全
保
障
戦
略
」
で
あ
る
。 

こ
の
「
イ
ン
ド
太
平
洋
安

全
保
障
戦
略
」
は
、
こ
の
領

域
の
安
定
と
繁
栄
を
醸
成

す
る
と
共
に
、
我
が
国
の
権

益
を
確
保
す
る
戦
略
で
あ

る
。
こ
の
戦
略
を
支
え
る
の

は
、
一
義
的
に
我
が
国
の
政

治
外
交
力
、
経
済
力
お
よ
び

文
化
歴
史
力
で
あ
る
。 

六
．
同
盟
な
ど 

（
一
）
日
本
国
が
同
盟
ま
た
は
准

同
盟
す
べ
き
国
々
は
、
米

国
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
イ

ン
ド
・
英
国
で
あ
る
。 

（
二
）
日
本
国
が
国
際
協
調
の
下

で
友
好
国
と
す
べ
き
国
々

は
、
台
湾
・
ベ
ト
ナ
ム
・
タ

イ
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

あ
る
。 

（
三
）「
日
米
安
全
保
障
条
約
」
の

再
改
定 

「
自
国
を
危
険
に
曝さ

ら

し
た

り
犠
牲
に
し
た
り
し
て
ま
で

同
盟
国
を
守
る
御
人
好

お

ひ

と

よ

し
国

家
は
、
古
今
東
西
を
探
し
て

も
、
存
在
し
な
い
。」
事
を
弁

わ
き
ま

え
つ
つ
、
米
国
と
友
好
関
係

を
維
持
し
、
日
米
安
全
保
障

条
約
を
米
国
に
破
棄
さ
せ

な
い
よ
う
に
改
正
す
る
。 

七
．
軍
事
戦
略 

（
一
）
脅
威
見
積
り 

「
脅
威

＝
相
手
の
能
力 

×

相
手
の
意
図×
相 

手
の
過
去
行
動
様
式×

 

我
の
感
受
性
」 

相
手
の
意
図
は
事
前
に

見
積
り
切
れ
ず
、
相
手
の
過

去
行
動
様
式
は
歴
史
的
事

実
で
あ
る
の
で
把
握
し
や

す
い
。
ま
た
、
感
受
性
の
低

い
者
は
脅
威
と
感
じ
な
い
。 

（
二
）
軍
事
力 

軍
事
力

＝
兵
員
（
兵
量×

 

兵
質
）×

装
備
（
産
業
力 

＋
兵
站
力
）×

作
戦 

〔S
ystem

s

（
部
隊
練
度 

×
M

ach
in

e ×
 

In
form

ation

）
＋ 

O
peration

s

（
指
揮
官×

 

ド
ク
ト
リ
ン
）〕 

（
三
）
軍
と
政
治
・
外
交 

軍
は
、
抗
堪
力
を
も
っ
て

存
在
す
る
事
に
よ
り
、
政
治

の
力
強
い
後
ろ
楯
と
な
る
。

軍
が
無
力
化
さ
れ
た
状
況
で

の
政
治
・
外
交
は
成
立
し
な

い
。 

八
．
日
本
国
の
軍
事
政
策 

（
一
）
日
米
同
盟 

１
９
５
０
年
朝
鮮
民
主

主
義
人
民
共
和
国
の
大
韓

民
国
侵
攻
に
際
し
米
国
等

が
直
接
軍
事
介
入
し
て
朝

鮮
戦
争
に
な
り
、
１
９
６
１

年
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国

の
南
ベ
ト
ナ
ム
共
和
国
侵

攻
に
際
し
米
国
等
が
直
接

軍
事
介
入
し
て
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
に
な
り
、
１
９
９
１
年

イ
ラ
ク
共
和
国
の
ク
ウ
ェ

ー
ト
国
侵
攻
に
際
し
米
国

等
が
直
接
軍
事
介
入
し
て

湾
岸
戦
争
と
な
り
、
２
０
０

１
年
米
国
同
時
多
発
テ
ロ

事
件
を
契
機
に
米
国
等
が

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
イ
ス
ラ

ム
共
和
国
と
イ
ラ
ク
共
和

国
に
直
接
軍
事
介
入
し
て

対
テ
ロ
戦
争
（
ア
フ
ガ
ン
戦

争
・
イ
ラ
ク
戦
争
な
ど
）
と

為
っ
た
。 

し
か
し
米
国
が
、
１
９
９

３
年
～
２
０
０
５
年
朝
鮮

民
主
主
義
人
民
共
和
国
の

核
兵
器
開
発
疑
惑
に
対
し

て
も
２
０
０
６
年
～
２
０

２
２
年
朝
鮮
民
主
主
義
人

民
共
和
国
の
ミ
サ
イ
ル
発

射
実
験
・
核
爆
弾
実
験
に
対

し
て
も
２
０
０
８
年
ロ
シ

ア
連
邦
の
グ
ル
ジ
ア
（
現
ジ

ョ
ー
ジ
ア
）
共
和
国
侵
攻
に

対
し
て
も
２
０
１
４
年
ロ

シ
ア
連
邦
の
第
一
次
ウ
ク

ラ
イ
ナ
国
侵
攻
に
対
し
て

も
直
接
軍
事
介
入
せ
ず
、
２
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０
２
２
年
ロ
シ
ア
連
邦
の

第
二
次
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
侵

攻
も
軍
事
支
援
す
れ
ど
直

接
軍
事
介
入
し
な
い
理
由

は
、「
米
国
は
他
国
の
た
め
に

核
兵
器
搭
載
ミ
サ
イ
ル
保
有

の
軍
事
強
国
を
相
手
に
戦
争

し
た
く
な
い
。」
か
ら
と
、
米

国
の
国
益
に
鑑
み
て
至
極

当
然
で
あ
る
。
日
本
人
は
こ

の
二
つ
の
事
例
に
つ
い
て

沈
思
黙
考
す
べ
き
で
あ
る
。 

（
二
）
日
本
国
に
必
要
な
軍
事
政 

策 

ア
．
戦
略
面 

例
：
核
の
傘
に
よ
る
相
互 

確
証
破
壊
戦
略
の
確
立 

例
：
敵
の
戦
略
基
地
・
戦 

術
基
地
の
即
時
精
密 

攻
撃
能
力
の
確
立 

例
：
弾
道
ミ
サ
イ
ル
と
極 

超
音
速
巡
航
ミ
サ
イ 

ル
防
御
態
勢
の
確
立 

例
：
予
備
役
の
拡
大 

例
：
弾
薬
備
蓄
・
補
用
品 

備
蓄
の
増
大 

例
：
民
間
企
業
に
よ
る
兵 

站
（
有
事
生
産
拡
大
・ 

有
事
兵
站
輸
送
な
ど
） 

支
援
拡
大
を
担
保
す 

る
法
令
整
備 

例
：「
国
民
保
護
法
」
の
見 

直
し
と
地
方
自
治
体
・ 

消
防
・
警
察
に
よ
る 

「
民
間
防
衛
（
地
下
核 

シ
ェ
ル
タ
ー
や
住
民 

避
難
）」
の
促
進 

［
註
］
地
下
核
シ
ェ
ル
タ
ー
の 

人
口
比
普
及
率 

ス
イ
ス
連
邦 

 

１
０
０
％ 

イ
ス
ラ
エ
ル
国 

１
０
０
％ 

ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国 

９
８
％ 

米
国 

 
 
 
 
 

８
２
％ 

ロ
シ
ア
連
邦 

 
 

７
８
％ 

英
国 

 
 
 
 
 

６
７
％ 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国 ５

４
％ 

日
本 

 
 
 
 

０.
０
２
％ 

例
：「
艦
船
製
造
法
」
の
制 

定
（
艦
船
の
随
意
契
約 

を
保
証
） 

例
：「
国
家
機
密
法
」「
国 

家
反
逆
防
止
法
」「
ス 

パ
イ
防
止
法
」
な
ど
軍 

事
情
報
保
全
関
係
法 

令
整
備
に
よ
る
同
盟 

国
・
準
同
盟
国
と
の 

「
機
密
情
報
共
有
」・ 

「
対
等
な
共
同
開
発
」 

の
促
進 

イ
．
作
戦
面 

例
：
陸
自
水
陸
機
動
戦
闘 

部
隊
の
増
員
・
近
代
化 

例
：
護
衛
艦D

D
H

い
ず 

も
級
（F

-35B

・M
V

- 
22B

搭
載
）
２
隻
の
早 

期
戦
力
化 

例
：
多
機
能
輸
送
艦 

（L
H

D

＝L
anding  

H
elicopter D

ock

） 

［
基
準
排
水
量
約
３ 

３
０
０
０
ト
ン
・
満
載 

排
水
量
約
４
５
０
０ 

０
ト
ン
・
全
長
約
２
７ 

０
ｍ
・
全
幅
約
４
５ 

ｍ
・
吃
水
約
８
ｍ
、 

W
ell D

eck

に
エ
ア
ク 

ッ
シ
ョ
ン
式
揚
陸
艇 

（L
C

A
C

＝L
anding  

C
raft A

ir C
ushion

） 

５
隻
格
納
、
格
納
庫
に 

空
自
多
用
途
ス
テ
ル 

ス
戦
闘
機F

-35B

ラ 

イ
ト
ニ
ン
グ
ⅡB

約
２ 

０
機
（
１
個
飛
行
隊
）・ 

海
自
哨
戒
ヘ
リS

H
- 

60L

５
機
・
陸
自
輸
送 

機V
-22B

オ
ス
プ
レ 

イ
８
機
搭
載
、
陸
自
水 

陸
両
用
装
軌
装
甲
車 

A
AV

7 

２
０
輌
・
陸
自 

機
動
戦
闘
車M

C
V

  

３
０
輌
・
陸
自
装
輪
装 

甲
車(

改)

５
０
輌
と
迫 

撃
砲
か
ら
１
５
５m

m
 

榴
弾
砲
ま
で
搭
載
、
乗 

員
７
０
０
名
＋
機
動 

戦
闘
員
約
１
８
０
０ 

名
］
３
隻
の
建
造 

例
：
戦
略
潜
水
艦
（S

S
G

） 

［
基
準
排
水
量
６
０ 

０
０
ト
ン
、
デ
ィ
ー
ゼ 

ル
交
流
発
電
機
・
新
型 

シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
発
電 

シ
ス
テ
ム
・
全
個
体
リ 

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
・ 

交
流
電
動
機
、
垂
直
型 

ラ
ン
チ
ャ
ー
（V

L
S

＝ 
V

ertical L
aunching  

S
ystem

）
に
極
超
音
速 

滑
空
体
（H

G
V

＝ 
h

yperson
ic glide  
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No.1 
veh

icle

）
型
全
地
球
即 

時
攻
撃
（C

P
G

S

＝ 
C

onventional  
P

rom
pt G

lobal  
S

trike

）
ミ
サ
イ
ル
＋ 

先
端
高
性
能
通
常 

弾
頭
］
５
隻
の
建
造 

例
：
南
西
方
面
に
お
け
る 

航
空
優
勢
の
確
立
（F

- 
35A

の
早
期
戦
力
化
、 

F
-15J

の
近
代
化
改
修 

促
進
、
電
子
戦
攻
撃
機 

の
戦
力
化
、
次
世
代
戦 

闘
機
の
開
発
取
得
促

信
） 

 

★
年
会
費
納
入
の
お
願
い 

川
崎
支
部
の
会
員
総
数
は

正
会
員
が
１
３
７
名
、
特
別

会
員
が
２
１
名
、
家
族
会
員

が
２
名
で
す
。
正
会
員
中
、
年

会
員
が
５
２
名
で
あ
り
、
現

在
ま
で
の
会
費
納
入
者
は 

４
０
名
で
す
。
特
別
会
員
は
、

現
在
ま
で
の
会
費
納
入
者
は

１
１
名
で
す
。 

隊
友
会
川
崎
支
部
の
運
営

は
皆
様
か
ら
の
会
費
に
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

振
替
用
紙
を
同
封
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
令
和
４
年
度

の
会
費
が
未
納
の
方
は
納
入

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
な
お
、
行
き
違
い
の

場
合
は
ご
容
赦
下
さ
い
。 

        

訃
報 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

海
沼 

敏
明
様
（
中
原
区
） 

前
原 

竹
太
様
（
宮
前
区
） 

早
田 

 

透
様
（
麻
生
区
） 

   

「
編
集
後
記
」 

支
部
だ
よ
り
は
前
回
の
発
行

か
ら
十
年
近
く
が
経
ち
、
今
回
や

っ
と
発
行
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。 

年
１
回
は
会
員
の
皆
様
に
支

部
だ
よ
り
を
お
届
け
し
た
い
と
思

い
続
け
て
き
ま
し
た
の
で
、
何
と

か
役
目
を
果
た
せ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

今
回
復
活
の
第
１
号
で
す
が 

編
集
は
手
作
り
の
作
業
と
な
り
ま

し
た
。
来
年
以
降
は
少
し
ず
つ
記

事
の
内
容
も
増
や
し
、
充
実
さ
せ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、 

ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。（
事
務
局
長
） 


